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な     が     し     ま

広報

１

鐘
に
願
い
を
　

２
０
１
４
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
行
人

岳
に
は
、元
旦
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
、

一
年
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

塩
追
集
落
の
中
村
聖せ

か
い海

君
、
颯は

や
み海

君
、

海み
ら
い来

君
兄
弟
は
「
今
年
一
年
も
、
家
族
が
健

康
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
願
い
を
込
め

て
、
力
を
合
わ
せ
て
鐘
を
つ
き
ま
し
た
。



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
町
政
の
推
進
に

対
し
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　　

町
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
花
街
道

「
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
着
実
に

そ
の
成
果
を
収
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

更
な
る
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、
世
界

に
誇
れ
る「
い
や
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

獅
子
島
架
橋
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
に
、

平
成
25
年
度
末
で
５
億
円
の
積
み
立

て
が
で
き
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
県
の
離
島
振
興
計
画
に
「
そ
の

実
現
に
向
け
、
町
に
お
い
て
『
夢
追

い
獅
子
島
架
橋
基
金
』
の
積
立
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
の
文
言
を
標
記

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
ず
か
な

一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
な

羅
針
盤
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
県
架
橋
、
北
薩
地
域
と

空
港
を
結
ぶ
北
薩
横
断
道
路
や
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
な
ど
、
地
域
全

体
の
条
件
整
備
も
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
大
き
な
夢
の

実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
そ
う
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
地
方
へ
の
企
業
誘
致
は
困
難

な
状
況
の
中
に
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
農
業
、
漁
業
を
中
心
と
し

た
第
一
次
産
業
の
振
興
以
外
に
、
長

島
町
の
活
性
化
策
は
無
い
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
で
は
２
年
連
続
で
バ
レ
イ

シ
ョ
価
格
が
低
迷
し
て
お
り
諸
々
の

施
策
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

厳
し
い
状
況
が
な
お
続
い
て
お
り
、

今
後
も
万
難
を
排
し
て
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
漁
業
で
は
主
要
産

物
で
あ
り
ま
す
養
殖
ブ
リ
に
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
、
新
加
工
場
の
整

備
も
図
ら
れ
期
待
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
農
林
漁
業
な
ど
一
次
産
業
と
連

携
し
た
観
光
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
は
長
島
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
で
も
あ
り
ま
す
「
第
15
回
な
が

し
ま
造
形
美
術
展
」
を
開
催
し
、
過

去
最
高
の
13
万
人
を
超
え
る
か
た
が

た
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
第

３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
や

「
第
６
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
と
産
業
の

振
興
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
、
だ
ん
だ
ん
市
場
を
中
心
と

し
た
施
設
活
用
で
大
き
な
成
果
が
出

て
お
り
、
今
後
は
１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

更
に
特
長
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
公
共
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
は
、
社
会
資
本
の
整
備
促
進
な

ど
、
地
域
社
会
の
日
々
の
利
便
性
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
さ

ら
に
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
景
観
と
結
び
つ
け
た
雇

用
を
創
出
す
る
、
ソ
フ
ト
的
な
公
共

事
業
の
導
入
も
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

福
祉
の
充
実
に
お
き
ま
し
て
は
、

福
祉
事
務
所
を
中
核
に
、
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
さ
れ
る
き
め
細
や
か
な

対
応
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
し
子

育
て
が
で
き
る
環
境
、
そ
し
て
高
齢

者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
も
財
政
規
律
を
守
り
な
が
ら
の

運
営
に
あ
り
ま
す
が
、
動
向
を
見
な

が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
長
期

的
安
定
財
源
と
活
力
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
ま
も
な
く
９
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
さ
れ

た
懸
案
事
項
も
数
多
く
、
財
政
を

伴
っ
た
難
題
が
山
積
み
で
あ
り
ま

す
。
現
在
推
進
し
て
お
り
ま
す
小
中

学
校
の
統
廃
合
を
は
じ
め
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
防
災
対
策
、
観

光
客
受
け
入
れ
の
た
め
の
ホ
テ
ル
整

備
、
庁
舎
の
あ
り
方
な
ど
数
限
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化

を
迎
え
た
地
域
づ
く
り
、
集
落
づ
く

り
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
課
題
を
解
決
し
、

「
夢
と
活
力
が
あ
り
福
祉
が
充
実
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

夢
の
実
現
、
新
た
な
未
来
に
向
け
て

長
島
町
長
川
添　

健

将
来
を
担
う
子
ど
も
に
夢
を

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

財
政
と
の
バ
ラ
ン
ス

き
め
細
や
か
な
福
祉

今
後
の
課
題
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町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
指
導
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
山
口
・
島
根
豪
雨

災
害
や
台
風
26
号
に
よ
る
伊
豆
大
島

の
土
砂
災
害
、
福
島
第
一
原
発
の
タ

ン
ク
で
の
汚
染
水
漏
れ
、
ホ
テ
ル
な

ど
で
食
材
偽
装
の
発
覚
な
ど
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
う
中
、
東
京
が

２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
に
決

定
、富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
、

「
和
食　

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
」
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
、
新
型

ロ
ケ
ッ
ト
「
イ
プ
シ
ロ
ン
」
の
打
ち

上
げ
成
功
な
ど
、
明
る
い
話
題
に
日

本
人
と
し
て
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
が

「
大
胆
な
金
融
政
策
」「
機
動
的
な
財

政
政
策
」「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

成
長
戦
略
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、

い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経

済
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年

12
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
景
気

の
基
調
判
断
を
「
緩
や
か
に
回
復
し

つ
つ
あ
る
」
と
表
現
し
、
デ
フ
レ
脱

却
に
向
け
て
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
本
年
４
月
か
ら
消
費
税
が

８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

10
％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
や

国
・
地
方
の
財
政
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
不
透
明
で
あ
り
、

増
税
後
の
景
気
は
不
安
な
状
況
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

昨
年
、
長
島
町
に
お
い
て
は
「
第

15
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」
が
過

去
最
多
の
来
場
者
数
13
万
人
を
突
破

し
、
文
化
ホ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記

念
公
演
や
「
第
３
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
」、「
第
６
回
長
島
お
さ
か

な
祭
り
」
な
ど
多
彩
な
催
し
で
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、

少
子
化
傾
向
が
続
き
獅
子
島
小
学

校
、
幣
串
小
学
校
が
統
合
し
、
長
島

本
島
地
区
の
学
校
統
廃
合
に
向
け
た

検
討
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
型
宿
泊
施
設
や
分
遣
所
、
防
災
行

政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
）
の
整

備
な
ど
懸
案
事
項
も
山
積
し
て
い
ま

す
。

　

町
議
会
は
二
元
代
表
制
の
下
で
、

町
長
や
そ
の
他
執
行
機
関
と
の
立
場

や
権
能
の
違
い
を
踏
ま
え
、
常
に
緊

張
あ
る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向
上
お
よ
び
町

政
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
て
は
、
昨
年
４
月
施
行

の
『
長
島
町
議
会
基
本
条
例
』
に
掲

げ
る
理
念
の
下
、
行
政
へ
の
監
視
お

よ
び
評
価
を
は
じ
め
独
自
の
政
策
立

案
、
議
会
意
見
交
換
会
や
議
会
中
継

シ
ス
テ
ム
更
新
な
ど
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
、
議
会
機
能
の
一
層
の
充
実

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
課
題

の
解
決
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
十
分
お
聴
き
し
、
し
っ
か
り
と

し
た
議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
夢

を
描
き
、
新
た
な
活
力
を
創
造
す
る

長
島
を
目
指
し
て
、町
議
会
の
改
革
・

活
性
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
な
が

新
た
な
活
力
を
創
造
す
る
長
島
を
目
指
し
て

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

長
島
町
議
会
議
長
植
元　

敏
光

（
写
真
）

架
橋
か
ら
今
年
で
40
年
を
迎
え
る

黒
之
瀬
戸
大
橋
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年
を
締
め
く
く
る
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況

平
成
25
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ　

産
業
・
福
祉
・
健
康
祭
り　

平
成
25
年
を
締
め
く
く
る
大
型
イ

ベ
ン
ト
「
平
成
25
年
度
長
島
フ
ェ
ス

タ　

産
業
・
福
祉
・
健
康
祭
り
」
が
、

12
月
８
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
で

開
催
さ
れ
、
こ
の
日
は
約
３
千
人
が

詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

同
ホ
ー
ル
内
で
は
「
野
田
郷
島
津

太
鼓
」（
出
水
市
）
に
よ
る
迫
力
あ

る
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
山
口
正
成
実
行
委
員
長
が
「
本

町
は
農
林
漁
業
な
ど
一
次
産
業
が
盛

ん
な
町
。
町
民
を
主
体
と
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
で
長
島
の
農
産
物
、
海
産

物
を
楽
し
ん
で
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
川
内
市
医
師
会
立

市
民
病
院
の
脳
神
経
外
科
科
長
、
田

實
謙
一
郎
先
生
を
講
師
に
迎
え
た
脳

卒
中
予
防
講
演
会
に
は
多
く
の
参
加

者
が
耳
を
傾
け
、
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
も
行
列
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
会
場
周
辺
で
は
各
種
団

体
の
出
店
が
軒
を
連
ね
、
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
内
で
は
、
農
産
物
品
評
会
や
バ

レ
イ
シ
ョ
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
東
町
漁
業
協
同
組

合
青
壮
年
部
（
須
嵜
隆
文
部
長
）
に

よ
る
お
魚
大
抽
選
会
や
会
場
内
に
設

け
ら
れ
た
木
の
家
の
棟
上
げ
と
も
ち

投
げ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
あ

り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
訪
れ
た
佐
々
美
帆
さ

ん
は
「
長
島
の
イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て

訪
れ
た
。
長
島
の
美
味
し
い
農
産
物

や
海
産
物
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

オープニングを飾った野田郷島津太鼓の演奏↑↑ぼかし肥料講習会では輪になって肥料作りを
　学ぶ

↑農産物品評会で販売されたジャガイモなど

↑イベント一番の盛り上がりを見せた木の家でのもち投げ
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虫歯なかったよ平成 25 年度歯の表彰
　

長
島
町
で
は
、
町
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
が
、
一
人
ひ
と
り
健
康
で
い

き
い
き
と
生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目

指
し
、
平
成
23
年
３
月
「
長
島
町
健

康
づ
く
り
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
中
で
、
口
の
中
や
歯
の
健

康
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
さ

ら
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
高
齢
者
お

よ
び
６
歳
児
を
対
象
に
、
歯
の
表
彰

を
行
う
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ

た
「
平
成
25
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ
」

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
以
下
の
３
つ

の
部
門
で
合
わ
せ
て
47
人
が
受
賞

し
、
代
表
者
に
川
添
健
町
長
か
ら
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
歳
児
虫
歯
ゼ
ロ
表
彰
者

就
学
時
健
診
で
虫
歯
が
な
か
っ
た

本
年
度
６
歳
に
な
る
児
童

荒
田　

美
海　
　
（
幣
串
）

荒
田　

星
美　
　
（
山
寺
）

岩
下　

千
海　
　
（
宮
ノ
浦
）

内
田　

陽
菜　
　
（
母
良
木
）

大
田　

心
美　
　
（
本
町
）

角
中　

優
希
美　
（
塩
追
）

柏
木　

瑠
璃　
　
（
田
尻
）

鴨
川　

瑠
菜　
　
（
伊
唐
）

川
添　

旭　
　
　
（
山
中
）

川
原　

瑛
斗　
　
（
山
門
野
上
）

楠
元　

仁
道　
　
（
指
江
）

久
保　

安
奈　
　
（
川
床
上
）

下
平　

亮
栄　
　
（
西
）

瀬
戸
口　

栞　
　
（
母
良
木
）

竹
田　

虹
虎　
　
（
蔵
之
元
）

竹
山　

凛
央
奈　
（
伊
唐
）

谷
口　

奈
　々
　
（
平
尾
中
南
）

外
山　

伊
織　
　
（
山
中
）

豊
田　

真
央　
　
（
山
中
）

豊
田　

聖
人　
　
（
山
中
）

長
元　

柊
介　
　
（
西
）

長
元　

斗
眞　
　
（
山
寺
）

馬
場　

一
歩　
　
（
伊
唐
）

浜
口　

大
樹　
　
（
福
ノ
浦
）

濱
﨑　

萌
花　
　
（
指
江
）

平
田　

綜
偉　
　
（
山
寺
）

平
田　

綜
時　
　
（
山
寺
）

平
通　

匠　
　
　
（
杉
ノ
段
）

福
永　

陽
咲　
　
（
指
江
）

古
田　

黎
史
郎　
（
火
ノ
浦
）

宮
脇　

銀
太　
　
（
福
ノ
浦
）

村
迫　

妃
百
合　
（
赤
崎
）

門
前　

奏
葵　
　
（
山
門
野
上
）

山
口　

愛
紗　
　
（
指
江
）

山
本　

紗
優　
　
（
汐
見
）

吉
武　

海
翔　
　
（
茅
屋
）

𦚰
崎　

蒼
真　
　
（
蔵
之
元
）

割
地　

由
来　
　
（
山
寺
）

７
０
２
４
表
彰
者

70
歳
以
上
80
歳
未
満
で
、
自
分
の

歯
を
24
本
以
上
持
っ
て
い
る
人

大
川　

順
子　
　
（
指
江
）

大
川　

惠　
　
　
（
指
江
）

島　
　

富
子　
　
（
本
町
）

本
多　

フ
ヂ
エ　
（
本
町
）

山
内　

清
英　
　
（
川
床
下
）

８
０
２
０
表
彰
者

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
持
っ
て
い
る
人

岩
塚　

シ
マ
ヨ　
（
福
ノ
浦
）

竹
本　

福
雄　
　
（
川
床
上
）

早
﨑　

勲　
　
　
（
葛
輪
）

平
野　

ハ
ル
子　
（
幣
串
）

※
広
報
掲
載
に
同
意
さ
れ
た
か
た
だ

け
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

↑受賞者代表の岩下千海君

↑受賞者代表の荒田星美ちゃん
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i n f o r m a t i o n

土木費 民生費 総務費 公債費 農林水産業費 教育費 衛生費 商工費 その他の経費
歳出決算額 152,884 円 197,091 円 126,175 円 130,780 円 102,230 円 82,889 円 52,496 円 11,973 円 64,470 円

歳出決算に占める割合 16.6% 21.4% 13.7% 14.2% 11.1% 9.0% 5.7% 1.3% 7.0%
対前年度との増減額 10,891 円 △ 12,719 円 △ 10,519 円 △ 15,451 円 △ 113,938 円 10,833 円 △ 6,844 円 2,436 円 △ 3,347 円

主な事業

歳入

普通会計決算の概要
　平成 24 年度の決算収支の状況は、歳入総額 109
億 9864 万 4 千円、歳出総額 102 億 2757 万 6 千円、
歳入歳出差引は 7 億 7106 万 8 千円となり、翌年度
へ繰り越すべき財源の 2 億 684 万 3 千円を控除する

と、実質収支は５億 6422 万 5 千円となりました。
　この結果の報告を通じ、町財政の実情についてご理
解いただき、今後の町政運営により一層のご協力をお
願いします。

◇歳入 （単位：千円）
平成 24 年度決算額 平成 23 年度決算額 対前年度増減額

町税 859,589 881,577 △ 21,988
繰越金 594,434 775,105 △ 180,671
分担金及び負担金 173,652 176,171 △ 2,519
その他自主財源 429,888 306,726 123,162
地方交付税 4,894,433 4,981,640 △ 87,207
国庫支出金 1,432,542 1,382,271 50,271
県支出金 739,759 2,321,812 △ 1,582,053
町債 1,701,400 1,343,200 358,200
その他依存財源 172,947 193,303 △ 20,356

計 10,998,644 12,361,805 △ 1,363,161

その他依存財源内訳（単位：千円）
地方譲与税 70,573

利子割交付金 1,148

配当割交付金 689

株式等譲渡所得割交付金 161

地方消費税交付金 85,377

自動車取得税交付金 11,410

地方特例交付金 1,702

交通安全対策特別交付金 1,887

計 172,947

その他自主財源内訳（単位：千円）
使用料 40,428

手数料 8,407

財産収入 84,857

寄附金 3,004

繰入金 168,234

諸収入 124,958

計 429,888

◇町税…町民の皆様が納める税金です。町民税、固定資産税、軽自動車税、町
　　　    たばこ税などがあります。
◇その他自主財源…財産収入、使用料、寄附金、手数料など、町税と同様に町
　　　　　　　　　が自主的に収入する金です。
◇地方交付税…国から交付されるお金です。町の財政力に応じ交付されます。
◇国庫支出金・県支出金…国・県から交付されるお金です。
◇町債…町が大きな事業を行う時などに国や金融機関等から長期的に借り入れ
　　　　るお金です。
◇その他依存財源…地方消費税交付金、地方譲与税、地方特例交付金など、国
　　　　　　　　    を経由する財源で使途は制限されないお金です。

平成 24 年度普通会計決算の町民一人当たりの決算額と主な事業
町民一人当たりに使ったお金は 92 万 988 円で、主にこのような事業に使われました。

（金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成 22 年度国勢調査人口 1 万 1105 人で除したものです。）

農業、林業、水産業、畜
産業の振興などに

学校の管理運営や施設整
備及び生涯学習の推進な
どに

ごみ、し尿の処理や健康
増進事業などに

商工、観光の振興などに 消防、雇用対策、議会運
営、災害現場の復旧作業
などに・漁港の管理および改良事業

・有害鳥獣捕獲事業
・林道の整備
・農道の整備
・各種生産部会への補助
・農産物加工場改修工事
・農地深耕造成等の補助

・獅子島小学校建設
・遠距離通学児童、生徒への補助
・中学校パソコン整備
・給食センターの運営費
・幼稚園の運営費
・自主文化事業の実施
・社会体育施設管理費

・乳幼児医療への助成
・母子保健事業
・新型インフルエンザ対策や
　各種予防接種事業

・健康増進事業
・水俣病対策事業
・ごみ、し尿の収集運搬
・合併処理浄化槽の設置補助

・ピクニック広場改修工事
・温泉センター改修工事

・常備消防の運営（分遣所）
・非常備消防の運営（消防団）
・耐震貯水槽の整備
・災害復旧事業（農業用施設、
農地、道路、港湾、河川）

町税
8 億 5958 万
9 千円
7.8％

繰越金
5 億 9443 万 4 千円

5.4％

分担金及び負担金
1 億 7365 万 2 千円

1.6％

その他自主財源
4 億 2988 万 8 千円
3.9％

地方交付税
48 億 9443 万 3 千円

44.5％

国庫支出金
14 億 3254 万
2 千円
13.0％

県支出金
7 億 3975 万
9 千円
6.7％

町債
17 億 140 万円

15.5％

その他依存財源
1 億 7294 万 7 千円

1.6％

自主財源
　

　
　

　
　

　

　
　　　　　

109 億
9864 万
4 千円

依
存

財
源
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土木費 民生費 総務費 公債費 農林水産業費 教育費 衛生費 商工費 その他の経費
歳出決算額 152,884 円 197,091 円 126,175 円 130,780 円 102,230 円 82,889 円 52,496 円 11,973 円 64,470 円

歳出決算に占める割合 16.6% 21.4% 13.7% 14.2% 11.1% 9.0% 5.7% 1.3% 7.0%
対前年度との増減額 10,891 円 △ 12,719 円 △ 10,519 円 △ 15,451 円 △ 113,938 円 10,833 円 △ 6,844 円 2,436 円 △ 3,347 円

主な事業

歳出（性質別）

長島町の家計簿を公表します
［平成 24年度決算報告］

■歳出（性質別） （単位：千円）
平成 24 年度決算額 平成 23 年度決算額 対前年度増減額

義務的経費 4,230,633 4,408,656 △ 178,023
人件費 1,414,070 1,440,029 △ 25,959
公債費 1,454,706 1,622,714 △ 168,008
扶助費 1,361,857 1,345,913 15,944

投資的経費 3,102,728 3,905,577 △ 802,849
普通建設事業費 2,898,635 3,831,028 △ 932,393
災害復旧事業費 204,093 74,549 129,544

その他の経費 2,894,215 3,453,138 △ 558,923
物件費 1,047,295 1,365,502 △ 318,207
維持補修費 96,349 57,696 38,653
補助費 743,954 664,066 79,888
積立金 307,750 667,262 △ 359,512
投資及び出資金 3,700 3,700 0
繰出金 695,167 694,912 255

計 10,227,576 11,767,371 △ 1,539,795

■人件費…職員の給料等、議員や委員等報酬として支出されるお金です。
■公債費…町の借金を返すためのお金です。
■扶助費…福祉医療費、障害者施設入所支援費等として支出されるお金です。
■普通建設事業費…道路や橋りょう、港湾、学校、庁舎などの建設事業に使わ
　　　　　　　　　れたお金です。
■災害復旧事業費…災害によって被害を受けた道路や畑などを復旧するために
　　　　　　　　　使われたお金です。
■物件費…消費的なお金です。町の事務を行うのに必要なお金や公共施設の光
　　　　　熱水費等のお金です。
■維持補修費…公共施設の軽微な補修に使われたお金です。
■補助費…各種団体等に支出される負担金、補助金、交付金等のお金です。
■積立金…基金（町の貯金）へ積み立てたお金です。
■投資及び出資金…信用基金協会などへ出資するためのお金です。
■繰出金…特別会計などへ支出したお金です。

平成 24 年度普通会計決算の町民一人当たりの決算額と主な事業

道路、港湾、公園の整備
などに

高齢者、障がい者、児童
の福祉推進などに

総務管理費、財産管理費、
地域振興、税務事務など
に

これまでの施設整備等で
借りたお金の返済に

・ぐるっとフラワーロード事業
・町道の維持管理や新設改良
・港湾の管理および改良事業
・公営住宅の建設、維持管理等
・砂防事業や急傾斜崩壊対策事業

・障がい者への生活支援事業
・高齢者への生活支援事業
・児童手当の支給
・保育所運営補助
・生活保護の支給

・役場前駐車場の整備
・文化ホール改修事業
・防災行政無線の管理
・電算システムの運営費
・巡回バス運営費
・夢追い獅子島架橋基金への積立

人件費
14 億 1407 万円

13.8％

公債費
14 億 5470 万
6 千円

14.2％

扶助費
13 億 6185 万
7 千円

13.3％
普通建設事業費

28 億 9863 万 5 千円
28.3％災害復旧事業費

2 億 409 万 3 千円
2.0％

物件費
10 億 4729 万
5 千円
10.2％

維持補修費
9634 万 9 千円
0.9％ 補助費

7 億 4395 万
4 千円

7.3％

積立金
3 億 775 万円
3.0％

投資及び出資金
370 万円
0.04％

繰出金
6 億 9516 万
7 千円

6.8％

　　義
 務

 的
 経

 費
　

　

　　　　　　　　
　

　
　

そ
の

他
経

費

102 億
2757 万
6 千円

的
資

経 費

投
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i n f o r m a t i o n

成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
３
億
３
３
３
５
万
１
千
円
追
加
、

総
額
１
０
０
億
６
０
３
７
万
８
千

円
）
や
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
14
議
案
を
可
決
。
こ

の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
に
長
山
久

義
氏
（
母
良
木
集
落
）、
浜
田
幹
男

氏
（
汐
見
集
落
）
を
推
薦
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
発
委
１
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
主
な
事
業
を
各
課
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。

第４回
議会定例会 ２

つ
の
夢
追
い
基
金
へ
の
積
立
な
ど
に

３
億
３
３
３
５
万
１
千
円
を
追
加

　

12
月
6
日
か
ら
18
日
ま
で
、
平
成

25
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
夢
追
い
ふ
る

さ
と
長
島
景
観
基
金
や
夢
追
い

獅
子
島
架
橋
基
金
へ
の
積
立
、
水

産
業
振
興
に
係
る
県
営
事
業
負

担
金
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
平

企画財政課

夢追いふるさと長島景観基金への積立 120,000

夢追い獅子島架橋基金への積立 102,500

離島航路に対する運営補助 16,284

水産商工課

水産業振興に係る県営補助事業負担金

（漁港関連道整備・県単漁港整備・水産基盤機能保全）
52,440

町民福祉課

保育士等処遇改善臨時特例事業 8,294

農林課

有害鳥獣捕獲事業 2,658

耕地課

土地改良事業推進のための県営事業負担金

（農道保全対策・ため池等整備・農村災害対策整備）
14,871

建設課

長島宮ノ浦港線・葛輪瀬戸線に係る県営事業負担金 10,204

城川内幼稚園改修に係る進入路の整備 4,100

教育総務課

長島中学校吹奏楽部楽器購入費 2,000

　　主　な　事　業

（単位：千円）

好評分譲中につき残り１区画
　

町
で
は
、
小
浜
地
区
に
造
成
し
た
宅
地
の
分
譲

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
分
譲
地
は
、昨
年
度
６
区
画
が
整
備
さ
れ
、

す
で
に
５
区
画
の
分
譲
が
終
わ
り
、
残
る
１
区
画

の
購
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
宅
地
を
お
探
し

の
皆
さ
ん
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

申
込
資
格
は
、
居
住
用
の
住
宅
建
築
用
地
を
必

要
と
し
て
い
て
、
分
譲
後
５
年
以
内
に
住
宅
を
建

築
し
入
居
で
き
る
個
人
で
、
町
税
や
公
共
料
金
な

ど
に
滞
納
が
な
い
人
で
す
。

　

土
地
の
引
き
渡
し
は
、
売
買
代
金
の
完
納
後
に

な
り
ま
す
。

○
所
在
地
（
地
目
）

　

蔵
之
元
字
小
濵
１
０
３
１
番
地
１
（
宅
地
）

○
登
記
面
積
（
坪
数
）

　

６
３
４
・
14
平
方
㍍
（
１
９
１
・
82
坪
）

○
売
却
価
格

　

３
３
３
万
９
４
４
８
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
合
管
理
課

　

☎
（
88
）
５
６
５
１
［
直
通
］

小浜地区宅地分譲地

↑残る１区画となった分譲地（写真奥の未舗装部分）
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間
は

　
　
２
月
17
日
（
月
）
～
３
月
17
日
（
月
）
で
す

　給与所得者の所得税は、毎月の給料や賞与から源泉徴収され、そ
の年の最後の給料や賞与の支払い時に行われる「年末調整」によっ
て精算されるため、大部分の給与所得者はあらためて確定申告をす
る必要はありません。しかし、下記に該当する人は確定申告をしな
ければなりません。
①給与の年収が 2 千万円を超える人
②給与所得や退職所得以外の各種所得金額（例：生命保険契約など
に基づく一時金を受け取った場合や、不動産の貸付による収入があ
る場合など）の合計が 20 万円を超える人
③２カ所以上から給与を受けている人
④給与所得者以外で昨年中の所得の合計額が基礎控除、配偶者控除、
扶養控除などの所得控除の額を超える人
⑤風水害などの災害に遭われた人
⑥多額の医療費を支払われた人
⑦マイホームを新築（購入）・増改築し、年末において金融機関に
借入金残高のある人
※⑤～⑦に該当する場合は、源泉徴収されている所得税が還付さ
れることがあります。
　申告・納付期限の３月 17 日間近になると、税務署の窓口は大変
混雑します。申告書は自分で書いて、できるだけ早めに提出してく
ださい。また、確定申告の作成に関する相談会場（税務署・役場）
に来場する際は、整理・集計を行った収入の分かる資料および経費
の領収書のほか、筆記用具、電卓、印鑑を持参ください。

▼確定申告をしなければならないかた

▼公的年金の収入額が 400 万円以下のかた
　公的年金にかかわる雑所得を有する人で、その年中の公的年金な
どの収入金額が 400 万円以下であり、かつ、その年分の公的年金
などにかかわる雑所得以外の所得金額が 20 万円以下である場合は、
その年分の所得税について確定申告書を提出する必要はありませ
ん。
　しかし、医療費控除などによる所得税の還付を受けるためには申
告書を提出する必要があります。また、公的年金など以外の所得金
額が 20 万円以下で所得税の確定申告の提出をしない場合であって
も町県民税の申告は必要です。

◎問い合わせ先
　役場税務課町民税係
　☎（86）1172［直通］

　平成 25 年分の所得税の確定申告は、2 月 17 日（月）から 3 月

17 日（月）までとなっています。

　次の事項に注意して、確定申告を行いましょう。

ＴａｘＮｅｗｓ
納期内納入にご協力ください。

［税だより］

9 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
建
て
替
え
へ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
視
野
に

　

町
で
は
、
指
江
地
区
に
あ
る
国
民

宿
舎
「
ホ
テ
ル
長
島
」（
通
称
：
癒

し
の
宿
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）
の
建
て

替
え
を
決
め
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
視
野
に
、
民
設
民

営
に
向
け
て
、
建
て
替
え
、
運
営
業

務
に
関
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
参
加

表
明
提
出
期
限
を
１
月
31
日
に
設
定

し
、
今
年
10
月
以
降
に
解
体
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
、
９
月
末
ま
で
通

常
営
業
し
ま
す
。

　

現
在
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
は
有
限

会
社
観
光
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
賃
貸
で

運
営
し
て
お
り
、
建
設
後
41
年
を
経

過
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
老
朽
化
し

た
本
館
棟
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
３
階
建
て
）
を
解
体
後
、
新
設

整
備
し
平
成
28
年
春
に
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島

や
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
の
各
施
設
を
対
象
に
、
建
て

替
え
や
増
改
築
な
ど
に
よ
り
、
今
後

の
観
光
振
興
を
け
ん
引
す
る
新
た
な

宿
泊
施
設
を
民
設
民
営
に
よ
り
整
備

す
る
計
画
で
す
。
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
た
運
営
を
行
い
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
観
光
客
の
誘
致
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
宿
泊

施
設
や
観
光
関
連
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
お
よ
び
地

場
産
業
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
本
町

の
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
契
約
予
定
者
の
見
通
し
が

立
た
な
い
場
合
、
公
設
民
営
で
事
業

を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
財
産
管
理
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

○
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
日
程

　

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
公
告

　
　

平
成
25
年
12
月
５
日

　

・
参
加
表
明
書
の
提
出
期
限

　
　

平
成
26
年
１
月
31
日

　

・
現
地
説
明
お
よ
び
資
料
提
供

　
　

平
成
25
年
12
月
５
日
～

　
　

平
成
26
年
２
月
10
日

　

・
質
疑
書
の
受
付
お
よ
び
回
答

　
　

平
成
25
年
12
月
５
日
～

　
　

平
成
26
年
２
月
10
日

　

・
事
業
提
案
書
の
提
出
期
限

　
　

平
成
26
年
２
月
10
日

　

・
事
業
者
選
定
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　

平
成
26
年
２
月
中

　

・
事
業
者
選
定
結
果
の
通
知

　
　

平
成
26
年
３
月
以
降

○
提
出
書
類

　

・
参
加
表
明
書

　

・
事
業
提
案
書

［
添
付
書
類
］

　

①
現
在
の
業
務
内
容
お
よ
び
過
去

　
　

３
年
の
業
務
実
績

　

②
旅
館
業
、
飲
食
業
経
験
が
あ
る

　
　

場
合
、
そ
の
営
業
実
績

　

③
事
業
計
画
書
（
５
カ
年
分
）

　

④
収
支
計
画
書
（
５
カ
年
分
）

　

⑤
資
金
計
画
書

　

⑥
人
的
能
力
を
説
明
す
る
書
類

　

⑦
定
款
、
寄
付
行
為
、
規
約
ま
た

　
　

は
こ
れ
に
類
す
る
書
類

　

⑧
法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
簿
謄
本

　

⑨
納
税
証
明
書

　

⑩
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る

　
　

書
類

◇
用
語
解
説
◇

Ｐ
Ｆ
Ｉ
…
イ
ギ
リ
ス
で
う
ま
れ
た

行
政
改
革
の
手
法
で
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
際
し
て
公
共
施
設

が
必
要
な
場
合
に
、
従
来
の
よ
う

に
公
共
が
直
接
施
設
を
整
備
せ
ず

に
民
間
資
金
を
利
用
し
て
民
間
に

施
設
整
備
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
ゆ
だ
ね
る
手
法
。

↑建て替えが決まったサンセット長島本館の外観
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３
年
間
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

民
生
委
員
児
童
委
員
が
交
代

　

長
島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
（
川
添
康
成
会
長
）
は
、
12
月

12
日
、
３
年
間
の
任
期
を
終
え
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
感
謝
状
を
伝

達
し
、
新
た
な
委
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
12
月
期
の
定
例
会
に

あ
わ
せ
て
伝
達
式
を
実
施
し
、
６
年

以
上
委
員
を
務
め
た
11
人
を
対
象

に
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

を
、
出
席
し
た
５
人
に
川
添
健
町
長

が
手
渡
し
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
11
月
期
定

例
会
で
は
、
任
期
を
務
め
退
任
す
る

22
人
の
委
員
に
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児
島

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
退
任
す
る
前
会
長
の
垂
門
和

志
さ
ん
は
「
大
臣
な
ら
び
に
県
知
事

か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い
て
光
栄
に

思
う
。
地
域
の
協
力
の
お
か
げ
で
務

め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

担当地区 氏名 担当地区 氏名

１ 田尻 萩野かおり 20 御所ノ浦・湯ノ口 松尾　卓兒

２ 火ノ浦 杉山　歌代 21 幣串 池田　直美

３ 山門野下・中・上 千葉佐美惠 22 平尾中南 山角　美治

４ 加世堂・梅ノ木山 浦　ひろえ 23 母良木・犬ヶ倉 山﨑　祐子

５ 川床下・中 原口　隆俊 24 藤之元・萩之牟礼 田口　春江

６ 川床上・小坂・杉ノ段 福嵜ミスエ 25 浜漉・北方崎 永田れみ子

７ 牧・市来崎 野添　文代 26 茅屋 𠮷武真知子

８ 脇崎・塩追 田中　豊美 27 蔵之元上・中 長嵜千里子

９ 赤崎・山寺・上揚 平田利恵子 28 蔵之元下・渡釜 桐野　瑞子

10 野中・菅牟田・宮之浦 平野ちず子 29 小浜 前田いみ子

11 山中・本町 田渕　玲子 30 指江 大平由美子

12 西・矢堂 川添　康成 31 川内 杉本　實子

13 伊唐 山坂　友子 32 城川内 川田　幸則

14 浦底 西﨑加代子 33 唐隈 榎田　勝子

15 福ノ浦 岩塚　保吉 34 広野 松原クミエ

16 桂代・三船 井上　和子 35 汐見・潟 塩見　義光

17 薄井・白瀬 入口　庄子 36 馬込 道添いつ子

18 本浦・葛輪 早﨑真由美 37 主任児童委員 ( 東地区） 下平美喜子

19 片側 岩下　昭人 38 主任児童委員 ( 西地区） 清原　郁美

長島町民生委員・児童委員及び主任児童委員名簿

任期：平成 25 年 12 月１日～平成 28 年 11 月 30 日

川添健町長と一緒に記念撮影する前委員の皆さん↑↑委嘱状を受ける新委員

11 広 報 な が し ま



12
月

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日
～
18
日

８
日

11
日

12
日

14
日

16
日

17
日

19
日

20
日

24
日

25
日

26
日

27
日

29
日

子
牛
セ
リ
市
（
出
水
市
）

運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

行
政
改
革
推
進
委
員
会（
長
島
町
役
場
）

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

農
業
委
員
会
建
議
書
提
出（
長
島
町
役
場
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会（
長
島
町
役
場
）

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給（
長
島
町
役
場
）

民
生
委
員
任
命
式
（
指
江
庁
舎
）

島
原
・
天
草
・
長
島
三
県
架
橋
構
想
お
よ
び

九
州
西
岸
軸
構
想
推
進
講
演
会
（
天
草
市
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

口
之
福
浦
地
区
起
工
式（
口
之
福
浦
）

県
土
地
改
良
事
業
団
連
合
会
理
事
会

お
よ
び
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給（
長
島
町
役
場
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式（
指
江
庁
舎
）

水
資
源
調
査
報
告
会（
長
島
町
役
場
）

獅
子
島
産
業
支
援
活
性
協
議
会
輸
送
支

援
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

造
形
展
反
省
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

原
子
力
災
害
避
難
所
設
定
協
議
（
長
島
町
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会（
阿
久
根
市
）

職
員
ア
イ
デ
ィ
ア
審
査
会（
長
島
町
役
場
）

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

退
職
者
辞
令
交
付
式（
長
島
町
役
場
）

仕
事
納
め
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

年
末
警
戒
激
励
（
町
内
全
域
）

2014 .1
役場の人事異動

【
課
長
級
】

税
務
課
長

（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
建
築
係
長
）

○
濵
田　

照
幸

建
設
課
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長
）

○
畠
中　
　

保

診
療
所
事
務
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
第
一
係
長
）

○
本
田　
　

満

社
会
教
育
課
長

（
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
第
一
係
長
）

○
林　
　

幸
弘

税
務
課
参
事
（
税
務
課
長
）

福
永　

輝
美

景
観
推
進
課
参
事
（
診
療
所
事
務
長
）

宮
脇　

道
夫

社
会
教
育
課
参
事
（
社
会
教
育
課
長
）

山
内　

達
也

【
課
長
補
佐
級
】

建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
二
係
長
）

石
橋　

久
信

建
設
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
用
地
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
用
地
係
長
）濵

田　

光
夫

農
林
課
主
幹
兼
農
政
係
長

（
農
林
課
主
幹
兼
農
政
第
二
係
長
）

岩
下　

友
成

社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長

（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教
育
第
二
係
長
）

小
園
美
和
子

【
係
長
級
】

建
設
課
工
務
第
二
係
長

（
建
設
課
工
務
第
三
係
長
）    

小
屋　

昭
彦

　１月１日付けで、町職員の人事異動がありましたので
紹介します。（　）は旧職、○は昇任

第
７
回
関
西
な
が
し
ま
会

交
流
会
開
催

　

第
７
回
関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
島
町
か
ら
来
賓
を
迎
え
、
故
郷
の
近
況
な
ど

を
お
聞
き
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
親
交
を
『
島
美
人
』

で
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
西
在
住
の
長
島
町
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん
が
集
う
、
年
１
回

の
「
ふ
る
さ
と
デ
ー
」
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

３
月
16
日
（
日
）

　

受　

付　

午
前
11
時
～

　

交
流
会　

午
前
11
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分

○
開
催
場
所

　

太
閤
園　

　

本
館
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

　

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
９
―
10

　

☎
06
（
６
３
５
６
）
１
１
１
０

○
会
費

　

男
性
＝
９
千
円

　

女
性
＝
８
千
円

○
交
通
機
関

　

Ｊ
Ｒ
東
西
線

　
「
大
阪
城
北
詰
駅
」
下
車

　

３
号
出
入
口
か
ら
徒
歩
約
３
分　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

福
嵜
健
雄

　

☎
０
７
２
（
６
９
３
）
５
０
８
５

昨年開催された第 6 回交流会で川添健町長らと写る出席者の皆さん↑
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ぶ
つ
切
り
の
寒
鰤
が
よ
し
島
泊
り
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

寒
月
光
厨
に
鍋
の
ぶ
ら
下
が
る
　
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

灯
台
の
こ
と
さ
ら
白
し
野
菊
晴
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

蕎
麦
の
幹
殊こ

と

に
濃
く
せ
る
開
墾
地
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

俎
の
無
数
の
傷
や
冬
に
入
る
　
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

立
冬
や
沖
よ
り
聞
こ
ゆ
風
の
音
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

い
き
な
り
と
言
へ
ば
い
き
な
り
冬
来
る
　
　
迫
口
　
君
代

大
銀
杏
古
墳
の
岡
を
照
ら
し
て
る
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

冬
ぬ
く
し
さ
か
な
祭
り
に
人
の
群
れ
　
　
　
中
橋
　
藤
七

す
ば
ら
し
き
秋
を
奏
で
る
阿
蘇
の
山
　
　
　
坂
口
　
静
子

一
山
を
赤
茶
に
染
め
て
里
の
秋
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

芋
掘
れ
ば
水
平
線
に
陽
が
沈
む
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

並
木
道
に
続
く
楓
の
紅
葉
に
深
山
の
町
は
秋
に
華
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

も
の
言
へ
ぬ
麻
痺
あ
る
姉
は
遠
い
地
に
娘
ら
に
連
れ
ら
れ

故
郷
去
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

豌
豆
の
白
花
揺
る
る
ハ
ウ
ス
ま
で
真
向
ふ
杉す
ぎ
ふ生
の
秀ほ

な鳴
り

聞
へ
来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

職
終
へ
て
故
里
に
戻
り
来
し
若
者
の
白
髪
を
見
つ
つ
わ
が

老
ひ
を
知
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

黄
に
冴
へ
て
石
蕗
続
く
わ
が
島
に
帰
り
来
た
り
て
心
安
ら

ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

杖
つ
き
て
歩
む
歩
道
に
石
蕗
の
花
盛
り
ゐ
て
夕
陽
に
映
ゆ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

寒
の
夜
に
鳴
き
ゐ
し
老い

ぬ犬
は
安
ら
ぎ
て
土
に
還か

へ

ら
ん
娘
は

花
植
う
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

い
ち
は
や
く
咲
き
初
む
水
仙
一
輪
の
ほ
の
か
な
香
り
食
卓

に
活
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

［
短
歌
］

雨
が
や
み
幼
子
は
し
ゃ
ぎ
大
空
に
雨
も
疲
れ
て
お
昼
寝
し

た
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

偽
り
て
母
に
詫
び
た
し
有
り
し
日
に
思
い
出
辿
り
月
に
託

せ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

過
ぎ
去
り
し
知
ら
ず
間
に
来
る
年
な
る
や
年
は
い
や
か
な

困
る
な
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

の
ど
奥
に
い
が
ら
っ
ぽ
さ
の
よ
み
が
え
る
資
料
館
に
て
唐と
う

箕み

見
た
る
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

［
俳
句
］

小
春
日
や
蝿
取
蜘
蛛
が
で
て
お
じ
ゃ
る　
　

宗
方　

清
明

　路上でカラスに襲われている
ところを、人間の父さんと母さ
んに助けられた子猫、わさび
ちゃん。出会いの日から写真を
交えて紹介します。

人
生
は
ニ
ャ
ン
と
か
な
る
！

　

水
野　

敬
也　

著

　かわいい猫の写真と言葉が
マッチしていて、思わず笑顔に
なってしまいます。

あ
り
が
と
う
！
わ
さ
び
ち
ゃ
ん

わ
さ
び
ち
ゃ
ん　

著

熟
れ
す
ぎ
し
こ
の
金
柑
は
鵯

ひ
よ
ど
りと
分
ち
合
ふ
ご
と
啄
み
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

独
り
居
は
沈
み
が
ち
な
る
年
の
暮
夫
の
遺
影
を
抱
き
て
語

ら
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

時
雨
降
る
墓
地
に
見
上
ぐ
る
樟
大
樹
石
を
抱
き
て
幾
年
過

ぎ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

漸
く
に
晴
れ
し
島
道
緑
濃
き
葉
群
抜
き
い
で
石つ

わ蕗
の
花
咲

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

栴せ
ん
だ
ん檀

の
枝
を
切
ら
れ
し
烏か

ら
す
ら等

は
止
ま
り
木
求
め
声
も
ふ
る

え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

ま
な
い
た

公
園
の
鳩
に
は
意
外
に
足
悪
き
鳩
が
い
る
な
り
人
の
世
に

似
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

寒
き
日
と
ぬ
く
き
日
あ
り
て
お
の
ず
か
ら
今
日
の
寒
さ
に

我
は
従
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

妻
あ
り
て
す
こ
や
か
な
り
し
日
の
遠
く
帰
ら
ぬ
日
日
を
我

は
生
く
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

糸
造
り
烏
賊
の
さ
し
み
に
黄
身
載
せ
て
今
宵
の
肴
ち
ょ
い

と
贅
沢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

軒
下
に
ズ
ボ
ン
の
乾
き
具
合
み
て
郵
便
受
け
を
つ
い
で
に

覗
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

百
姓
は
こ
ん
な
も
ん
だ
よ
赤
き
日
が
山
に
落
ち
ゆ
く
ま
で

を
見
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

新
聞
の
お
く
や
み
欄
を
読
み
て
お
り
何
時
の
日
か
こ
こ
に

載
ら
む
我
が
名
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学
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平
成
26
年
度
以
降
の
町
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
・
運
搬
業

務
委
託
者
の
公
募
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
の
個
人
及
び
法
人

○
業
務
委
託
の
内
容

　

学
校
給
食
の
調
理
及
び
各
学
校

へ
の
配
送
業
務

○
開
催
日
時

　

２
月
４
日(

火)

午
後
３
時
30
分
～

○
開
催
場
所

　

指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

　

※
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
人

は
、
２
月
３
日
（
月
）
ま
で
に
教

育
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９

復
興
所
得
税
を
申
告
・
納
税

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
と
併
せ
て
復
興
所
得
税
の
申

告
お
よ
び
納
付
を
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
復
興
所
得
税
の

額
は
、
各
年
分
の
基
準
所
得
税
額

に
２
・
１
％
の
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
た
額
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意
！

　

税
理
士
で
な
い
、い
わ
ゆ
る「
に

せ
税
理
士
」
が
、
税
務
代
理
、
税

務
書
類
の
作
成
お
よ
び
税
務
相
談

の
税
理
士
業
務
を
行
う
こ
と
は
、

税
理
士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
な
ら
び
に
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
や
決
算

書
な
ど
の
税
務
書
類
の
作
成
や
税

務
相
談
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
税

理
士
で
あ
る
か
、
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
国
税
局
や
税
務
署

の
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
が

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
統
計
調
査
と
称
し
て
、

「
年
齢
や
家
族
構
成
を
教
え
て
ほ

し
い
」、「
年
金
は
も
ら
っ
て
い
る

か
」、「
預
金
額
は
い
く
ら
か
」
と

い
っ
た
内
容
で
す
。
不
審
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
即
答
は
避
け
、
相

手
の
所
属
部
署
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
確
認
し
た
上
で
一
旦
電
話
を

切
り
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

確
定
申
告
無
料
相
談
を
実
施

し
ま
す

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
で

は
確
定
申
告
に
関
す
る
無
料
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

２
月
１ 

日
～
２ 

月
28
日

　
（
※
土
日･

祝
日
を
除
く
）

○
場
所

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
の

各
会
員
事
務
所

○
相
談
内
容

　

個
人
の
所
得
税･

消
費
税
に
関

す
る
相
談

○
報
酬

　

申
告
に
関
す
る
相
談
（
30
分
程

度
）
は
無
料
。
た
だ
し
、
具
体
的

に
申
告
書
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
る

場
合
は
有
料
。

○
予
約

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
最
寄
り
の

税
理
士
事
務
所
に
必
ず
相
談
日
時

の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
税
理
士
に
は
職
務
上
知
り
得
た

秘
密
を
守
る
義
務
（
守
秘
義
務
）

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

ミ
ツ
バ
チ
飼
育
は
届
け
出
が

必
要
で
す

　

ミ
ツ
バ
チ
の
群
の
配
置
を
適
正

に
す
る
こ
と
で
、
ミ
ツ
バ
チ
に
よ

る
蜂
蜜
な
ど
の
増
産
を
図
る
と
と

も
に
農
作
物
の
花
粉
交
配
を
効
率

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24

年
６
月
に
養
蜂
振
興
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
を
飼

育
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
末

ま
で
に
飼
育
届
け
の
提
出
が
必
要

で
す
。

○
提
出
期
限
＝
１
月
31
日
（
金
）

○
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
３
１

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位

登
録

　

県
営
住
宅
の
年
１
回
の
定
期
募

集
に
よ
る
入
居
希
望
者
の
空
き
家

待
ち
順
位
を
明
確
に
す
る
た
め
に

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
・
運

搬
業
務
委
託
者
募
集
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２
月
３
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

　

※
土
日
、
祝
祭
日
は
除
く

○
抽
選
日
時
・
場
所

　

３
月
６
日
（
木
）
午
後
２
時

　

北
薩
地
域
振
興
局

　

出
水
庁
舎
４
階
会
議
室

○
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社　

南
日
ホ
ー
ム
出
水
支
所

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
入
校
案
内

　

平
成
26
年
度
出
水
共
同
高
等
職

業
訓
練
校
訓
練
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

○
訓
練
科
目
（
訓
練
期
間
）

　

・
土
木
施
工
科
（
２
年
）

　

・
土
木
Ｉ
Ｔ
技
術
科

　
　
（
７
～
９
月
の
う
ち
18
日
間
）

　

・
２
級
土
木
施
工
管
理
科

　
　
（
９
・
10
月
の
う
ち
８
日
間
）

○
定
員
＝
各
科
20
名

○
入
校
資
格

　

・
高
校
卒
業
以
上
お
よ
び
同
等

　

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
人

　

・
雇
用
保
険
の
加
入
者
、
ま
た

　

は
労
災
保
険
特
別
加
入
者

○
入
校
手
続

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
訓
練

校
に
提
出
し
入
校
が
決
定
す
れ
ば

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

○
入
校
予
定
＝
３
月
13
日
（
木
）

○
授
業
料

　

・
土
木
施
工
科
（
月
額
５
千
円
）

　

・
土
木
Ｉ
Ｔ
技
術
科
（
３
万
円
）

　

・
２
級
土
木
施
工
管
理
科（
１
万
円
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
（
84
）
２
４
５
１

春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
を

募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
海
外
派
遣
を
通
し

て
、
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
、
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交
流
、

　

学
校
体
験
、
英
語
研
修
な
ど

○
派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

　

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど

○
日
程

　

３
月
26
日（
火
）～
４
月
６
日（
日
）

　
（
９
～
11
日
間
程
度
）

○
対
象

　

小
学
３
年
～
高
校
３
年

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

○
説
明
会

　

全
国
12
都
市
で
１
月
下
旬
予
定

　

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

○
参
加
費

　

29
万
８
千
円
～
43
万
８
千
円　

○
締
切
＝
２
月
３
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
03
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

１
月
は
「
脳
卒
中
」
に
注
意
！

　

例
年
、
１
月
は
脳
卒
中
で
亡
く

な
る
人
が
最
も
多
く
な
る
月
で

す
。
冷
た
い
空
気
に
さ
ら
さ
れ
る

と
血
管
が
収
縮
し
て
血
圧
が
高
く

な
り
、
脳
出
血
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
脳
卒
中
を
予
防
す
る

に
は
、
な
る
べ
く
暖
か
い
環
境
で

過
ご
す
こ
と
で
す
。
外
出
す
る
時

や
、
入
浴
時
の
脱
衣
場
、
風
呂
場

で
の
保
温
に
気
を
つ
け
て
、
急
な

温
度
変
化
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
暖
か
い
環
境
で
過
ご
す
と

水
分
が
不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。

十
分
な
水
分
を
摂
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
食
塩
の
と

り
過
ぎ
や
野
菜
不
足
、
運
動
不
足

に
気
を
つ
け
て
、
脳
卒
中
の
原
因

に
な
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
を

予
防
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
１
７

福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

福
祉
・
保
健
医
療
職
場
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
人
や
今
春
大
学
な

ど
を
卒
業
予
定
の
人
を
対
象
に
、

「
福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。　

○
日
時

　

平
成
26
年
２
月
４
日
（
火
）　

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
内
容

　

①
就
職
面
談
会

　

仕
事
内
容
、
採
用
条
件
な
ど
に

　

つ
い
て
の
個
別
面
談

　
（
介
護
職
・
栄
養
調
理
職
・
看

　

護
師
・
理
学
療
法
士
な
ど
）

　

②
求
職
登
録
受
付
・
各
種
相
談

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４
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↑川添健町長に図書券を手渡す池田専務

図書券を町へ寄贈

　出水市で建設業などを営む、株式会社小畑
商店（小畑みち子代表取締役）が、12 月５日、
町へ図書券を寄贈しました。
　この日は、代理で池田秀一専務が町長室を訪
ねました。同社は小畑末満先代社長が蔵之元地
区出身ということもあり「長島町にはたくさん
お世話になった。恩返しをしたい気持ちと、子
どもたちに夢を与えたい」という小畑先代社長
の思いを池田専務が代弁し、町を代表して川添
健町長が「ありがたく頂戴します。子どもたち
の教育のため活用します」とあいさつしました。

世話になった町へ恩返しお

年末恒例の施設慰問

正月はブリを食べてお
　12 月９日、東町漁業協同組合青壮年部（須
嵜隆文部長）による、年末恒例となった町内福
祉施設へブリのプレゼントがありました。
　プレゼントは特別養護老人ホーム桃源郷、老
人福祉施設あかね園、グループホームスマイル
園、養護老人ホーム長生園、特別養護老人ホー
ムさざ波の５施設で、同漁協から、この時期旬
となる「鰤

ぶりおう

王」を届けました。
　須嵜部長は「真心こめて育てたブリです。お
正月に食べてください。いつまでもお元気で」
と手渡しました。施設の利用者からは「嬉しい。
早く食べたい」と声があがりました。

↑ブリを手渡され、笑顔を見せる利用者の皆さん（桃源郷）

高齢者と福笑いをして楽しむ児童ら↓

地域とのふれあい活動

　獅子島小学校（日高好治校長）では、統合後
も地域の人たちと交流を多く持ちたいという目
的で、12 月 12 日、３・４年生７人が幣串地区
の老人会とグラウンド・ゴルフをして、楽しい
ひとときを過ごしました。
　13 日には、１・２年生８人が御所ノ浦コミュ
ニティセンターで、デイサービスを利用してい
る高齢者と風船バレーや、福笑いをして楽しみ
ました。
　４年生の荒田美子さんは「久しぶりに幣串の
おじいちゃんたちと、グラウンド・ゴルフがで
きて嬉しかった」と話しました。　

校しても地域との交流は続く閉
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多年の功績讃え

　阿久根地区交通安全協会長島東支部の副支部
長を努める宮ノ浦集落の浜健男さんが、全日本
交通安全協会から表彰され「緑十字銅賞」が贈
られました。
　この賞は、多年にわたる交通安全活動に尽力
し、事故防止と交通秩序の確立に貢献し、その
功績に応じて交通栄誉賞である同賞を贈るもの
です。
　12 月 26 日、川添健町長から同賞が手渡され
ると浜さんは「大変名誉な受賞で嬉しい。事件
事故がなくなり、楽しい毎日が過ごせる町で
あってほしい」と話しました。

通安全表彰に浜健男さん交

習の成果を発揮練
小学生なわとび大会

　12 月 14 日、長島町商工会（古田義富会長）
と同商工会青年部（堀元哲也部長）主催による
第３回小学生なわとび大会が、町民総合体育館
であり、町内の小学生 166 人が参加し、持久
跳びや、あや跳び、二重跳びなどの個人種目と、
８の字跳びの団体種目で競いました。
　結果は次のとおりです。（１位のみ掲載）

［持久跳び］
１年　松尾悠之介（８分 30 秒）（鷹巣小）
２年　石田　悠里（９分 15 秒）（鷹巣小）
３年　堀元　彩暉（10 分 00 秒）（鷹巣小）
４年　牧　圭一郎（22 分 17 秒）（鷹巣小）
５年　平　妃奈乃（18 分 46 秒）（鷹巣小）
６年　中村　朱音（25 分 19 秒）（伊唐小）

［あや跳び］
低学年　石元亜祐実（52 回）（鷹巣小）
中学年　平　ひより（76 回）（鷹巣小）
高学年　湯元　七海（292 回）（獅子島小）

［二重跳び］
中学年　中村　　和（59 回）（平尾小）
高学年　宮脇　華琳（172 回）（鷹巣小）

［後ろ跳び］
低学年　岩下　　姫（５分 25 秒）（川床小）
中学年　浦　　若菜（３分 34 秒）（川床小）
高学年　平　妃奈乃（４分 00 秒）（鷹巣小）

［８の字跳び］平尾小学校（388 回）

↑川添健町長から賞が手渡される

←入賞選手には賞
状とメダルをプレ
ゼント

↑持久跳びにチャ
レンジした児童ら
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域を守る灯りであって地
宝くじ助成金で防犯灯設置

　平成 25 年度宝くじ助成金により、各集落か
ら要望のあった町内の 25 カ所に防犯灯が設置
されました。
　この取り組みは、住民らが自主的に行うコミ
ュニティー活動の促進と、夜間の交通事故防止
や犯罪を未然に防ぎ、地域の安心・安全を確保
するためのものです。　

ご利益あるかも !?

いナマコ発見白
　12 月 16 日、道の駅黒之瀬戸だんだん市場に
珍しい真っ白なマナマコが持ち込まれました。
　通常ナマコは、岩礁にすむ赤色をした「赤ナ
マコ」と、砂泥底にすむ「青ナマコ」「黒ナマコ」
と呼ばれます。時折、遺伝子の突然変異により
色素が無い個体がうまれることがあります。
　今回持ち込まれた「白ナマコ」は、通常の個
体と比べ非常に少ないため「縁起物」「幸せを
呼ぶ」として喜ばれます。
　同駅の尾道榮二代表取締役社長は「初めて目
にした時は驚いた。ご利益があると嬉しい」と
話しました。↑普通のナマコと比べるとその白さは歴然

↑上揚集落に設置された防犯灯

↓小雨の中、ベンチを設置する社協職員の久保さん

同募金還元でベンチを寄贈共
社会福祉協議会が設置

　12 月 19 日、社会福祉協議会（早﨑九洲男会
長）は、町内のバス停留所に待合用ベンチを寄
贈し設置しました。
　これは赤い羽根共同募金を還元し、配当金を
地域に役立てようとする取り組みの一環です。
　今回設置したのは、鷹巣診療所前や母良木公
民館前、広野などで壊れていたベンチを交換し
たりするなど計 10 カ所に設置しました。
　同協議会の前田穗事務局長は「町民みなさん
の協力のたまもの。バスを待つときなど、ご利
用いただきたい」と話しました。
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標はもちろん優勝 !!目
商店街グルメ№１決定戦

　　長島町商工会青年部（堀元哲也部長）が考
案した「長島ど～ん鰤」が、Ｓｈｏｗ―１グル
メグランプリ２０１３（鹿児島県主催）に初参
戦しています。
　11 月と 12 月に霧島市と鹿児島市で開催され
た地方大会では、同商工会は大会開始から売れ
行き好調で、いずれも正午過ぎには完売しまし
た。
　２月 22、23 日に鹿児島市で開催される本大
会に向けて堀元部長は「本大会では組織票が非
常に重要になってくる。ご家族、ご友人を誘っ
て応援（食事）に来てください。目標はもちろ
ん優勝です」と意気込みを話しました。

で終わらせない夢
島原・天草・長島三県架橋構想

　12 月 14 日、熊本県天草市で、平成 25 年度
島原・天草・長島三県架橋構想および九州西岸
軸構想推進講演会がありました。
　講演会には土木工学専門の﨑元達郎氏を講師
に迎えた「橋」についての講演があり、架橋構
想に聴き入りました。
　同会場では、同架橋構想絵画コンクールの表
彰式もあり、鹿児島県の部で最優秀賞となった
汐見小学校２年の福山恵利さんと、平尾中学校
２年の鳥越浩太さんが壇上で、佐々木浩鹿児島
県副知事から賞が手渡されました。
　福山さんは「表彰の時は緊張した。私が描い
た明るい橋が架かるといいな」と橋にかける思
いを話しました。

↓バレイショほ場での視察の様子

↑受賞した福山さん（左から２番目）と鳥越さん（右端）

↑霧島会場では、長島のグルメを求めて長蛇の列が

崎バレイショの現状を学ぶ長
認定農業者先進地研修

　長島町認定農業者連絡協議会（濵畑順一会長）
は、畜産、野菜、果樹部門の研修を行ないました。
　野菜部門には 28 人が、11 月 21 日から 22
日の日程で長崎県と福岡県のバレイショ産地や
市場、試験場での植物工場などを視察しました。
　長崎では長崎県のバレイショ研究所で品種開
発や病害虫試験の内容などを担当者から聞いた
後、現地で秋バレイショの生育状況などを確認。
参加者から質問が相次ぐ有意義な研修となりま
した。
　参加した同協議会の丸橋松志副会長（伊唐集
落）は「長崎のバレイショをはじめ先進的な農
業や市場の流通を学ぶことが出来た。今後の農
業経営に活かしたい」と話しました。
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（　）内は前月比

11,237(  +1)
  5,421(  ｰ 1)
  5,816( +2)
  4,450(  +2)

平成 25年 12 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑花フェスタ会場となるサンセットの丘の花畑

　

春
の
長
島
を
花
ば
な
で
飾
る
「
第

４
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」は
、

平
成
26
年
３
月
29
日
か
ら
５
月
６
日

ま
で
の
39
日
間
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
昨

年
11
月
か
ら
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
、

キ
ン
セ
ン
カ
な
ど
の
寒
さ
に
強
い
花

ば
な
の
植
栽
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
順
次
植
栽
し
て
い
く
計
画

で
す
。
前
回
の
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
利
用
し
な
が
ら
少
し
違
っ
た
花
畑

を
お
見
せ
で
き
れ
ば
と
思
い
、
作
業

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

冬
の
寒
さ
に
耐
え
た
花
ば
な
は
、

３
月
の
中
旬
か
ら
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

花
フ
ェ
ス
タ
に
む
け
植
栽
順
調

長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

初
め
て
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
25
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
長
島
中
学
校
吹

奏
楽
部
（
部
員
数
９
人
）
は
、
長
島
町
役
場
指

江
庁
舎
を
会
場
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
部
が
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に
お
礼
が

し
た
い
と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
引
退
し
、
１
、２
年
生
だ
け
と
な

り
ま
し
た
が
、
12
月
７
日
に
行
わ
れ
た
県
吹
奏

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を
受
賞

し
た
「
マ
カ
ー
ム
ダ
ン
ス
」
の
ほ
か
「
き
よ
し

こ
の
夜
」な
ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
定
番
の
曲
目
を
、

心
を
込
め
て
演
奏
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
指
江
保
育
園
の
園
児
や
地
元
の

人
な
ど
、
約
80
人
余
り
が
鑑
賞
に
訪
れ
生
徒
ら

の
演
奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

↑そろいの赤い帽子を被り演奏する生徒
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
26
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
年
も
「
広
報
な
が

し
ま
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
▽
皆
さ
ん
新
し
い
年
を

新
し
い
気
持
ち
で
迎
え
入
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年
の
抱

負
や
目
標
な
ど
は
た
て
ま
し
た

か
。
私
は
昨
年
家
族
が
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
る
息
子
の
成
長
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
日
々
忙
し
い
広
報
作

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く

休
み
の
日
に
は
「
家
族
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
る
」
こ
と

が
私
の
今
年
一
年
の
抱
負
で
す
。

（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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12
月
17
日
、
口
之
福
浦
港
に
お
い

て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工

事
、
長
島
港
（
口
之
福
浦
地
区
）
の

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
全
体
事
業
費
、
約

７
億
２
千
万
円
で
、
同
港
に
延
長
85

㍍
あ
ま
り
の
防
波
堤
や
物
揚
場
、
浮

桟
橋
な
ど
を
、
こ
れ
か
ら
４
年
か
け

て
整
備
し
ま
す
。

　

式
に
は
、
川
添
健
町
長
は
じ
め
飯

尾
和
喜
雄
藤
之
元
公
民
館
長
な
ど
約

30
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
神
事
で
は

川
添
健
町
長
の
合
図
で
、
沖
合
に
停

泊
し
た
ク
レ
ー
ン
船
か
ら
礎
石
が
投

入
さ
れ
る
と
同
時
に
花
火
が
揚
が

り
、
安
全
祈
願
と
起
工
を
祝
い
ま
し

た
。

　

飯
尾
館
長
は
「
念
願
の
港
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
嬉
し
い
。
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

関
係
者
が
安
全
を
祈
願

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工
事
に
着
工

↑合図とともに礎石が投入され海面に水しぶきがあがる



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１

２０１４２

７ ８２ ３ ４ ５ ６

１４ １５９ １１１０ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３ ２４ ２５ 3/1２６ ２７ ２８

1/311/301/291/281/271/26

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○北国医院 72-0016
○塩山歯科医院 62-2634
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□上野薬局 72-1016
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○久木田歯科医院 73-0470
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○上園医院 73-1055
○中島歯科医院 82-0020
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□本町薬局 73-3233
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しもぞのクリニック 63-8300
○内山病院 73-1551
○宮薗歯科医院 73-3222
□フタヤ薬局 67-5253
□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

建国記念の日

○長島クリニック88-6405
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○有村産婦人科・内科 73-4180
○よしだ歯科クリニック63-1555
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□さかえまち薬局 72-0978
□しおかぜ薬局 88-6011

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。
この日は記紀によると紀元前 660 年、神武天皇が即位したとされている日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


